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実用化事例 技術相談 
光電センサを利用した 
ペーパーホルダーの寸法検査の自動化 支援先 

株式会社久力製作所 

 

【背景】 
株式会社久力製作所ではペーパーホルダー部品の成形や組立を行っていますが、成形品に反りが生じた場

合、ペーパーホルダーの蓋が正常に閉まらなくなる事例がありました。これまでは作業者が組立後のペーパ

ーホルダーの蓋の開閉を行うことで検査を行っていましたが、作業者により検査精度にばらつきが生じたり、

検査に時間がかかるなどの課題を抱えていました。カメラやレーザー変位計による検査の場合、検査精

度が高い一方でコストが高く（数十万～数百万円）、設定も難しいという課題もありました。 

 

【開発の経緯・支援内容】 
当センターでは課題解決のため、

寸法検査装置のプロトタイプを作

製し、それを用いて、企業独自で検

査装置が製作できるように、製作手

法の指導や必要となるセンサの紹

介を行いました。 

 製作した検査装置は、光電センサ

の受光量変化を利用することでタ

ップの有無や寸法の過不足を認識

でき、10万円以下かつ専門的な知識

がない人でも簡単に製作、設定が可

能なものです（図 1）。 

 

 

 

 

【導入結果】 
図 1の実演機を製作する技術を応用して、

株式会社久力製作所では、蓋の開閉がスムー

ズなペーパーホルダー設置時のみに音が鳴る

検査装置を製作しました（図 2）。 

従来の蓋の開閉による検査から当該装置に

よる検査に変更したことで、検査時間を 1個

につき 3秒短縮しつつ、作業者によるばらつ

きも軽減することができました。律速となっ

ていた検査工程の検査時間が短縮できたこと

で、3工程から成る工程全体では 1月で約 7.5

時間分の作業を効率化させることができまし

た。 

自社で検査装置を開発したことで装置の修

正や改良も自社で行うことができ、自動化に

関する技術向上を図ることもできました。 
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図２ 寸法検査の様子 
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図１ 実演機によるタップ・寸法検査の様子 
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